
会場:北海道電力(株)参加者 13名 と進められた.

概要 氏は，問題の解法の構造ーを担保L ，トッヅゲウンに

ORの手法を心得ている人が，ある l つの問題に， アプローチしてゆく方法を試みている.

出会った時に，はたして，虚心担壊に問題を担握でき この 8 月 26 日から 10月 12 日まで欧米を視察された時

るであろうか? 問題を手法を考えたうえで，定式化 のテーマの l つが，この方法であったということで，

したり， あるいは， その先のアルゴリズムまで考え 「各国の研究者に、かに暖かく迎えられ， また冷た

て，把握してしまっているのではなかろうか. くあしらわれたか」を，独得のユーモアと各研究者の

このような，観点から出発して，問題を問題として， プロフィーノレもまじえながら話していただき，楽しく

受けとめたうえで，解法の開発を試みる，このことを 開くことができました.

エンジユアリング・アプローチとよんでいる 4. 今後の計画

内務は， 具体化されているものとして 12月中旬に札幌の

・ OR適用の環境 地下鉄」というテーマで，月例講演会が予定されており

・組合せ型問題のアルゴリズムの非連続性，個別性 ます.

・アルゴリズム研究…・・「計算の複雑さ J から 研究会は，年度内に，さらに 1-2 同開く計悶で、進め

・組合せ型問題と解法における近似化 ています.

• Engineering Approach 
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三得工学 最近何か実際的な社会工学問題に取り組みた

いと思っています.たとえば環境問題です.一時期公害

問題が大きく騒がれ，多大の努力が払われて，どうにか

大都市の空も，ずいぶんきれいになってきたように思わ

れます.しかし問題解決としづ段階でもなさそうです

公害という枠から一歩進めて，環境を保全するというこ

とは，経済成長ということと同じように必要であること

は言うまでもないことでしょう.ところがこれらの聞に

相魁のおこることをしばしば耳にするところですが， 21 

世紀に入る前にもっと事柄を明確化させておかないとい

けないのではないでしょうか.こんな問題に手を染める

なんて，あまり賢いことではないらしいですが，科学技

術を利得追及にだけ利用していては，いずれまた批判l さ

れるでしょう.それで社会工学とは何だろうと考えてみ

ました これは，利得，説得，納得の三得(に関係する)

工学ではなし、かと思われます.利得は申すに及ばず社会

縞祉の向上であり，説得とは如何に相手方を説得するか

1979 年 12 月号

の方途，納得は相手の言い分を如何に理解するかの術で

あると思うのです.いずれ真実だけが問題ということに

なるでしょうが， ORを進めるうえにも考えておかない

といけないようですね.

里:空5主主号守テ岬 久保 医平

民放ラジオの開始以来，エンジニアとして急速に発達す

る放送技術のなかに身を置いてまいりましたが，その後

電算窒に移り， リプレースごとに概念の転換を迫られる

この世界の変転の激しさはいちじるしく，数年が瞬く聞

に過ぎました目この間，番組編成や符業から放送機器の

自動制御につながるトータノレオンラインが完成し省力や

事務の合理化，販売戦術の強化に役立つようになりまし

た. 74年頃よりコンビュータ本来の能力をフルに発揮で、

きる分野として，経営戦略の利用をめざし各種予測や

機造分析を手がけるようになりました. 1 E的センスあ

りとかおだてられ，調子に乗って入った道は遠く遥かで

あり，まさに試行錯誤の連続です.不勉強で高等数学に

弱L 、在、にとっては大いなる試練といえましょう.このぐ

うたら分析民も近頃は，いっぱしの尤もらしいことを言

うようになり，常に謙戚たるべしと自省しております.

Fti誌はじめ経済誌や社会・人文科学系の本を多〈読むよ

うになり，ある程度グローパルな視野をもつことができ

るようになったのは，この積の業務に携ったおかげと思

うております.
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